
今，日本の教育は変わりつつあります。授業
というと，教員が一方向的に話し，学生は眠そ
うにその話を聞く，というイメージがあるので
はないでしょうか？ それが，今は，学生同士
や学生と教員が対話して理解を深める双方向な
授業に変わりつつあります。そのような，学生
が受動的ではなく能動的に行なう学習はアク
ティブラーニングと呼ばれており，適切に導入
されれば高い効果を示すため，注目されていま
す。ただ，アクティブラーニングという言葉が
先行してしまい，無目的に話し合うだけ，発表
するだけ，といった見た目がアクティブなだけ

の授業が少なからずあるのが現状です。
そのようななか，本書は，本当の意味でのア
クティブラーニングを実現するための方法であ
る TBL(Team-Based Learning)に関する情報
を提供しています。TBLとは文字通り，チー
ムを中心とした学習方法であり，授業前には
テーマに沿った知識を自習し，授業内では，ま
ず事前学習の内容に関するテストをして知識の
確認をした後，実際の看護現場における応用問
題に 5～7 名のチームで取り組む方法です。例
えば，妊娠に影響を及ぼす疾患のある女性への
ケアに関する基礎知識を授業前に学び，授業内
では，まずその知識に関するテストをした後，
具体的なケースにおいてどのようなケアをする
べきかをチームで知識を活用して考えます。こ
のように，具体的な事例をベースにしているこ
とで，ただ知識を漠然と覚えるのではなく，実
際の看護と知識を結び付けることができます。
また，チームで問題に取り組むことで，医療現
場では重要な協働する力が身につきます。
本書は，現場に活きる知識および力が身につ
く TBLの効果的な授業への導入方法を丁寧に
伝えてくれます。事前課題，テスト，応用問題
のつくり方，授業設計の方法，学生の対話を促
進する方法など，実際の問題や分単位の授業ス
ケジュールといった具体例を交えつつ，ポイン
トを押さえて提示してくれます。さらに，聖路
加国際大学に組織的に TBLを導入した数年に
わたるタイムスケジュールや研修会の配置な
ど，参考になる情報が盛り込まれており，
TBL を取り入れた授業づくりをしたい人に
とって，かゆいところまで手が届く良書です。
数多くの示唆に富んだ本書が，知識と現場を
つなぎ，協働する力を育む素晴らしい授業づく
りに，ひいてはよりよい看護につながることを
期待しています。
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